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２０２１年度（令和３年度）学校評価自己評価表  
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千年  中学校区 校番７１ 福山市立  千年小 学校 
   

 最終更新日 2021 年（令和 3年）10月 1日 

 

児童生徒の現状 

・人の役に立つ人間になりたいと思っていたり，

将来の夢や目標を持っていたりする児童生徒

が多い。 

・自分から進んで勉強をすることや，友だちと話

し合うなどし，考えを深めたり広げたりする

ことなどに課題がある。 

・中学校では，８割以上の生徒が，地域への愛着

や誇りを持っており，ボランティア活動への

参加生徒は，のべ400人を超えている。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”) 

「思考力・判断力・表現力」，「主体性」，「自己有用感」，「共感力」，「社会貢献心」  

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 

〇知識や経験をつないで自ら考え，他者と対話しながら，深く学ぶ子ども 

〇自己を認識し，自分の人生を選択し，表現することができる子ども 

〇地域に関心を持ち，よりよい社会づくりに貢献する志を持った子ども 

 

中学校区として 
統一した取組等 

・「住み続けられるまちづくりを」「海の豊かさを守ろう」のＳＤＧｓにつながる総合的な学習
の時間の単元づくり 

・スマホ・ゲーム等に依存しない，健康で規則正しい生活習慣づくり 

・想青学園開校に向けた内海中学校区・千年中学校区の児童生徒交流 

・内海中学校区・千年中学校区合同の教職員研修，小中一貫教育推進委員会 

 

 

現 状 

＜児童＞ 
○学びたいことや学び方を自分で考えて取り組むなど，主体的に学ぶ児童が増えてきた。 

〇授業だけでなく，行事や児童会など様々な場面で，自分達で企画したり計画を立てたりして

取り組むようになった。 

○毎月の生活目標の達成に向けて，各クラスで取組を考え， 自分達で守ろうとする児童が増

えた。児童・教師評価８０％ 

●ことばや数の理解に課題がある。 

●体力テストの結果 県平均以上の項目５７／９６（５９．４％） 

 

＜授業＞ 
○どの学級でも「子ども主体の学びづくり」に取り組んでいる。 

○「授業や単元の中で，児童が考えたいことや取り組んでいきたいことを決める場を設定してい

る。」教師肯定的評価１００％ 

●意見を共有して自分の考えを広げたり深めたりするような授業づくりに課題がある。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理

観”) 

スキル 意欲・態度 価値観・倫理観 

思考力・判断力・表現力 表 主体性 主 自らへの自信と共感力 共 

めざす 

子ども像 

低学年 

自分自身のこと，自分の考えや

思いを伝える。 

自分がやるべきことなどを，自分

自身でしっかりと考え，自分で選

ぶ（決める）。 

自分の性格や得意なこと，興味

関心をもっていることなど，”自分

自身”を理解する。 

中学年 

自分自身のこと，自分の考えや

思いを，相手に理解してもらえる

ように伝える。 

自分の目標，自分がやるべきこと

などを，自分自身でしっかりと考

え，自分で選ぶ（決める）。 

・自分の性格や得意なこと，興味 

関心をもっていることなど，”自分 

自身”を理解する。 

・自分の良さを生かし，周りの人

の役に立とうとする。 

高学年 

自分自身のこと，自分の考えや

思いを，相手に理解してもらえる

ように，工夫しながら伝える。 

自分の将来の夢や目標，自分が

やるべきことなどを，自分自身で

しっかりと考え，自分で選ぶ（決

める）。 

・自分の性格や得意なこと，興味 

関心をもっていることなど，”自分 

自身”を理解する。 

・違いを認め合い，お互いに尊重

し合う。 
   

研究 
テーマ 

学ぶ喜び 
～一人一人の学びを促し，共有する授業を通して～ 

内容等 一人一人の学びを促し，共有する授業づくり 

めざす授業の姿 
・授業や単元の中で学びの共有を行い，自分の考えの変化を自覚する。 

・単元の最後には，振り返りを書く時間を設け，学んだことや学び方を振り返る。 

 

前年度学校関係者評価の主な内容 

・子どもが楽しいと思えるように，先生

にとっても楽しい学校をつくってほし

い。地域も協力したい。 

・課題が生じた場合は，担任だけではな

く，管理職も含めたチームで対応して

ほしい。 

・分かりにくい学校の専門用語は，分か

りやすく説明してほしい。 

 

ミッション 

子ども主体の学びづくりパイロット校として，固定観念・成功体験のリング

から踏み出す教育課程の編成と取組の発信 

 
学校教育目標 

学び合う 

 

ミッション  福山に愛着と誇りを持ち，変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン  「福山１００ＮＥＮ教育」の基本理念のもと，各中学校区・学校が「２１世紀型“スキル＆倫理観”」の育成に向けた特色ある教育課程を編成し， 

 日々の授業を中心として評価・改善を進めながら，子どもたちの確かな学びを実現している。 
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Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価                                                

年 
目 

中期経営目標 
重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 

◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

１ 

「子ども主体

の学びづく

り」の推進 

★ 
新

規 

①「なぜ？」と考え続

けている。 

 

②「自分で学び続け

ている。（課題解

決に向けて計

画・選択できる」 

 

③「学びが楽しい。」 

 

児童肯定的回答 

９０％以上 

①単元の最後に振り

返りを書かせ，学び

や学び方を振り返ら

せる。 

表 主 

 

①自分が単元で学んだ

ことや学び方の振り返

りを書くことができて

いる児童 

教師評価 

９０％以上 

 

 

 

 

◎学期末児童アン

ケート 

 児童肯定的回答 

①75% 

②81% 

③86% 

□自分が単元で学

んだことや学び

方の振り返りを

書くことができ

ている児童 

  教師評価 

87％ 

□「単元の中で１回

は学びの共有を行

い，児童自身の考

えの変化を自覚さ

せる場を設定して

いる」 

教師肯定的回答 

93% 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

３ 

・引き続き，単元

の中で１回以上

は学びの共有を

行い，自分の考

えの変化を自覚

させていく。 

・考える基礎とし

ての「ことばや

数」に対する理

解を深めていく

ために，教師が

ことばにこだわ

りをもち，ふさ

わしいことばを

選んで使うよう

に意識する。ま

た，パワーアッ

プタイムなどで

ゲームを通した

取組を行ってい

く。 

     

②授業や単元の中

で学びの共有を

行い，自分の考え

の変化を自覚させ

る。 

 主 

 

②「単元の中で１回以

上は学びの共有を行

い，児童自身の考え

の変化を自覚させる

場を設定している」 

教師肯定的回答 

１００％ 

 

 

 

２ 
自己肯定感の 

育成 
 

継

続 

「自分にはよいとこ

ろがある。」 

 

・学期末 

児童アンケート 

（7・12・2月上旬） 

児童肯定的回答 

８５％以上 

 

①児童会の生活目

標を取り入れた活

動を行い，よりよい

自分の習慣づくり

に取り組む。 

主  共 

①児童会の生活目標か

ら自己の取組ができた

児童 

児童自己評価， 

教師評価の平均 

８０％以上 

 

 

 

 

◎学期末児童アン

ケート 

児童肯定的回答 

79% 

 

□「生活目標から

自己の取り組み

ができた」 

児童評価 78% 

教師評価 89% 

平均  84％ 

 

□「友達の得意なこ

とや自分の得意な

ことを知ることや

増やすことができ

た」 

児童肯定的回答 

 87% 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

３ 

・学活の時間や日

常生活の中で，

児童が相互評価

をする。 

・キャリアファイ

ルで，学年始め

の自分の目標を

再確認し，到達

度を知ること

で，2学期への意

欲をもたせる。 

・全員で取り組も

うと決めたこと

については，定

期的に意識付け

をする。 

・自分や友達の良

さに気づくよう

な授業形態をと

った後，交流場

面を設定する。 

              

②お互いのよさを見つ

け合い，認め合う場

の設定を行う。 

   表  共 

 

②友達の得意なことや自

分の得意なことを知る

ことや増やすことがで

きた児童 

児童肯定的回答 

８０％以上 

 

福山市立千年小学校 
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５ 
基礎体力の 

向上 
 

継

続 

○基礎体力向上 

の推進 

 
・体力テスト結果 

県平均以上項目 

６３/９６以上 

 

①運動の心地よさ，
体を動かすことの
楽しさを感じること
のできる場の設定 

①体を動かすことが楽

しいと感じる児童 

児童肯定的回答 

８５％以上 

 

 

 

◎体力テスト結果 

県平均以上項目 

34／86 種目 

 

□学期末児童アン

ケート 

「体を動かすこと

が楽しい」 

児童肯定的回答 

88% 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

3 

 

・学級遊びや体育

の授業等で体を

動かす機会をで

きるだけ設け，

運動への意欲を

高める。 

 

・体力テストの結

果をもとに，自

己目標を決め，

体力向上に取り

組むよう指導を

継続する。再テ

ストは 12 月に

実施する予定。 

                   

     

②体力テスト結果をも

とにした早期からの

自己目標の設定 

   主 

②自己課題１種目を設

定し，体力向上を達成

する。 

体力向上を達成

する児童の割合 

８０％以上 

 

 

３ 働き方改革 ★ 
継

続 

○働き方改革 

の推進 

 
・時間外勤務 

月  ４５時間未満 

年間３６０時間未満 

達成率１００％ 

・時程の見直しによる

週1回の定時退校日

の確実な実施 

・業務の見直しの場の

設定（日常的に） 

・入校，退校時刻記録

の確実な入力と自己

管理 

・三者懇談前など，勤

務時間内に成績の整

理等ができる時間の

確保 

・「教育活動に意義や

やりがいを感じる」 

教師肯定的回答 

１００％ 

 

 

・「授業づくりにあてる

時間確保」 

教師肯定的回答 

９０％以上 

 

 

 

 

◎時間外勤務 

45時間未満 

100% 

□「教育活動に意

義ややりがいを

感じる」 

教師肯定的回答 

100% 

□「授業づくりに

あてる時間確

保」 

教師肯定的回答 

     100% 

 

 

 

４ 

 

 

 

４ 

・引き続き週１回

の定時退校日を

確実に実施し，

自己管理を行

う。 

 
・２学期も，１学

期同様に時間割

変更を行い，三

者懇談前に，勤

務時間内に成績

の整理等ができ

る時間を確保す

る。 

     

[プロセス評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，
問題が生じた際は，協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が
生じた際は，協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変
化，問題が生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問
題が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題
が生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

[達成評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し，十分な成果をあ
げた。 

４ 
目標を概ね達成し，望ましい成果をあ
げた。 

３ 
目標をある程度達成し，一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り，成果よりも課題が多か
った。 

１ 
目標を大きく下回り，成果が認められ
なかった。 

 

[総合評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ １００％以上の達成度 
十分に目標を達成でき
た。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満の
達成度 

ある程度目標を達成でき
た。 

２ 
４０％以上６０％未満の
達成度 

あまり目標を達成できな
かった。 

１ ４０％未満の達成度 
目標を達成できなかっ
た。 

 


